
東京神田 RC・東京お茶の水 RC 

合 同 例 会 
(於)東京ドームホテル B1F オーロラ 

                                     
ゲスト・ビジター 
東京神田 RC・堀田会員同行者   志田 雄啓様 
お茶の水 RC・牛島会員同行者   秋篠くるみ様 
米山奨学生    レートゥイチャンさん 
 
会長挨拶 東京神田 RC・鈴木 一行会長 

今年の合同例会は、お茶の水 RC の皆様
にお世話になり、改めて御礼申し上げます。
年に 1 回、普段の会場と違い、久々の東京
ドームホテルということで食事等楽しみに
しております。例会が始まる前から、両クラブの皆様
で非常に歓談が盛り上がっているのを感じました。私
自身もご無沙汰している方も含め、お元気なお顔を拝
見し、とても嬉しく思っております。例会の運営も神
田とお茶の水で微妙に違いますので、特に神田の比較
的新しく入会された会員の方々は、その違いも感じて
いただきたいと思います。楽しい例会に協力させてい
ただきたいと思います。 
 
挨拶 お茶の水 RC 海江田 健司会長 

一昨日も千代田 6 クラブの会長幹事会が
あり、神田さんがホスト役で、神田明神で
おもてなしをしていただきました。いつも
鈴木会長、中島幹事の御指導いただいてお
りますので、今後もこの親密な関係をより深めていけ
ればと思っております。普段は当クラブの例会場は、
この東京ドームホテルの 42 階で開催しておりまして、
非常に眺めのよい景色をお楽しみいただけるかなと思
ったのですが、キャパシティの問題で今回地下 1 階に
なっております。お時間がある方はぜひメークアップ
でお越しください。お待ちしております。 

 
志田 雄啓様のご紹介 東京神田 RC・堀田 康彦様 
先月 23 日共立講堂で開催された「ちよ

だ芸術祭グランドフィナーレ」を含め、年
間の活動を神田 RC 他の大勢の方がサポー
トしております。ちよだ芸珠祭の芸術監督
であり、千代田区神田須田町生まれのオペ
ラ歌手、志田雄啓様にその報告をしていただきたいと
思います。なお、私とお茶の水 RC の髙山会員は芸術祭
のために作った理事会で一緒に理事をしています。神
田 RC は早くから支援体制を整えて毎年後援をしており
ますが、お茶の水 RC の皆様にもこの活動を知っていた
だくいい機会だと思い、ご紹介いたしました。 
 
挨拶 ちよだ芸珠祭・芸術監督 志田 雄啓様 
このたびは第 7 回ちよだ芸術祭のご支援いただきあ

りがとうございました。ちよだ芸術祭というのは、子
供から高齢者までに良質の音楽を届けることを活動目
標に、子供たちに良質の音楽を体験してもらう活動と
して、千代田ピッコロ児童合唱団（参加延べ人数 95 人）
と、小学校への演奏家派遣、大人から高齢者向けへは
第九の合唱団や福祉施設への演奏家の派遣をしており
ます。今まで神田は、野球や剣道などのスポーツ好き
の子供たちにそういう場を与えるというのはありまし
たが、音楽好きの子供たちにそういう体験をするとい
う受け皿がない状態でした。ピッコロ児童合唱団は、
活動 3 年目にして、今年 4 月からは常設の合唱団とし
て活動するに至りました。将来子供たちこの音楽体験
が、良い思い出として、町の思い出と
して残るだろうなと思っております。
この活動を支えてくださる賛助会の法
人会員の皆さんを募集しております。
音楽を通した地域の活性化にご賛同い
ただける企業、個人の皆様、ぜひご支
援いただけるようにお願い申し上げま
す。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

司会進行 
点鐘  

お茶の水 RC・牛島  聡会員 
東京神田 RC・鈴木 一行会長 
お茶の水 RC・海江田健司会長 

手に手つないで 
ゲスト・ビジター紹介 

お茶の水 RC・神保 宏充会員 
お茶の水 RC・永井 一史会員 

出席報告 東京神田 RC・吉村 俊之会員 
お茶の水 RC・牛島  聡会員 

本日の卓話   つながりが生み出す成長と活力 
千代田区立四番町図書館 館長 栗田 孝子様 
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歌唱 



ベトナム人学生の視点から見る日本の魅力 

米山奨学生 レートゥイチャンさん 

 
日本とベトナムは、東アジアにおける歴史的・地理的

な近さから、多くの文化的共通点を持っています。しか
し、人々の生活、仕事、交流の仕方には明確な違いもあ
ります。私はベトナム出身の留学生として日本で生活す
る中で、特に「コミュニケーションのスタイル」「社会
的な序列」「職場文化」の違いを実感してきました。こ
うした違いを理解することで、日本での生活に適応する
と同時に、ベトナム文化への愛着も深まりました。 

 
■コミュニケーションのスタイル 

日本文化とベトナム文化の最も顕著な違いの一つは、
コミュニケーションの方法です。日本では、間接的な表
現が重視され、非言語的な合図や文脈を読み取る「高コ
ンテクスト・コミュニケーション」が一般的です。一方、
ベトナムでは、より直接的に考えや感情を表現する傾向
があります。 

例えば、日本の飲食店で働いていたとき、日本人のお
客様はサービスに不満を持っていても、直接的に苦情を
言うことは少なく、身振りや言葉の選び方で控えめに示
すことが多いと感じました。しかし、ベトナムでは、お
客様が良い点も悪い点も率直に伝えることが一般的です。
この経験から、日本では「言葉にされていないメッセー
ジを読み取ること」が重要であると学びました。日本人
が何かを言わない時でも、その背後にある意図を推測す
ることが大切だと感じました。 

 
■社会的な序列と敬意 

日本とベトナムの両国とも、社会的な序列を重んじる
文化がありますが、その表れ方には違いがあります。日
本では、敬語（敬語表現）の使用が非常に重要であり、
上司、同僚、後輩に対する言葉遣いが明確に区別されま
す。一方、ベトナムでも年長者や権威者への敬意は大切
にされますが、比較的フレンドリーで、関係が早く打ち
解けやすい傾向があります。 

日本の同僚とプロジェクトを進めた際には、丁寧な言
葉遣いを心掛け、年上のメンバーが発言するのを待つこ
とが重要でした。それに対し、ベトナムで就職フェアを
運営した際には、年下のメンバーも上司の前で自由に意
見を述べることが一般的でした。こうした違いを理解す
ることで、異なる文化圏での仕事や人間関係をよりスム
ーズに築けるようになりました。ベトナムでは、年齢や
立場に関係なく、誰もが意見を言いやすい環境が整って
います。 

 
■職場文化：集団志向 vs.個人の自主性 

日本の職場では、グループの調和や合意形成が重視さ
れ、意思決定は集団で行われることが多いです。一方、
ベトナムの職場では、チームワークを大切にしながらも、
個人の自主性や柔軟性がより求められます。 

例えば、日本の UD トラックスでのインターンシップ
では、会議が事前に綿密に計画され、全員の意見が慎重
に考慮された上で決定が下されるのを目の当たりにしま
した。一方、ベトナムでイベントの企画や文房具販売の
ビジネスを運営した際には、状況の変化に応じて迅速に
判断し、柔軟に対応することが求められました。この違
いは、日本の「長期的な計画重視」とベトナムの「即応 

 
性と起業精神」の違いを反映しています。日本では、計
画を立てる過程が重要視されるのに対し、ベトナムでは
迅速な行動力が重視されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■異文化への適応 
私は日本で生活してから 3 年が経ちました。異文化の

中で生活することは避けられませんが、日本文化への大
きな興味を持ち、もっと学び、日本に適応しようと努め
ています。日本の文化や習慣を理解することは、時に難
しいと感じることもありますが、その過程でたくさんの
成長を感じています。例えば、日本の礼儀やマナーに対
する徹底した理解を深めることで、日本人とのコミュニ
ケーションがスムーズになり、より良い関係を築けるよ
うになりました。また、言語や文化の違いを乗り越える
ことで、逆に自分のアイデンティティも強くなり、ベト
ナムの文化に対する誇りも深まりました。 
 

■結論 
日本とベトナム、両方の文化を経験することで、それ

ぞれの強みをより深く理解することができました。日本
の調和、敬意、綿密な計画性は、忍耐力と正確性の大切
さを教えてくれました。一方、ベトナムの率直なコミュ
ニケーションと柔軟な仕事文化は、適応力や自己表現の
重要性を再認識させてくれました。これらの文化的洞察
は、私自身の成長に大きく影響を与
えただけでなく、日本とベトナムの
架け橋となり、相互理解と文化交流
を深める助けにもなっています。今
後も両国の良いところを取り入れ、
グローバルな視野を持ちながら成長
し続けたいと思います。 
 
出席報告 
東京神田 RC   東京お茶の水 RC 

会 員 43 名    会 員 19名 
ゲスト  1 名    ゲスト  2名 
合 計 44 名    合 計 21名 

今後の予定 
3/26（水）移動例会・観桜会 
4/ 2（水）(於)東京ドームホテル 
     フランス語翻訳家・まちライブラリー主催 
     「まちライブラリー＠ブックハウスカフェ」 

4/ 9（水）休会 
4/16（水）(於)ブックハウスカフェ 
          地区研修協議会の報告 
4/23（水）24日（木）地区大会に振替 


